
一 般 質 問市政について問う！

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
危
機
的
状

況
を
迎
え
て
い
る
が
、
本
市
の
農
業
に
つ

い
て
の
現
状
認
識
と
今
後
の
農
業
政
策
は
。

産
業
振
興
部
長
／
農
業
の
基
盤
整
備

を
は
じ
め
、
後
継
者
の
確
保
や
担
い
手
の

育
成
、
特
産
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推

進
な
ど
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
様
々
な
施
策

の
推
進
を
図
っ
て
い
る
が
、
昨
今
の
農
業

を
取
り
巻
く
状
況
は
非
常
に
厳
し
く
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ

る
従
事
者
の
減
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
特
に
担
い
手
不

足
の
解
決
に
お
い
て
は
、
先
端
技
術
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
が
効
果
的
で
あ
る

問答

こ
と
か
ら
、
令
和
六
年
度
か
ら
開
始
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
支
援
事
業
に
よ
り
農

作
業
の
省
力
化
・
軽
労
化
、
品
質
及
び
生

産
性
の
向
上
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
耕
作

放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
農
地
中

間
管
理
事
業
や
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

事
業
を
実
施
し
、
耕
作
放
棄
地
発
生
の
抑

制
に
努
め
る
。
今
後
も
、
Ｊ
Ａ
や
県
東
部

農
林
事
務
所
等
の
関
係
団
体
な
ど
と
の
連

携
を
強
化
し
、
ブ
ラ
ン
ド
米
を
は
じ
め
、

本
市
の
基
幹
作
物
の
ミ
カ
ン
・
茶
の
振
興

や
農
業
経
営
の
安
定
化
な
ど
に
取
り
組
み
、

本
市
農
業
の
地
域
産
業
と
し
て
の
確
立
を

目
指
し
て
い
く
。

農業を未来につないでいくための
本市の農業政策は

川
口
　
　
慶

公
園
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
や
健

康
遊
具
を
設
置
し
て
い
く
考
え
は
。

都
市
計
画
部
長
／
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

遊
具
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い

を
持
つ
子
ど
も
を
含
め
た
全
て
の
子
ど
も

が
一
緒
に
遊
ぶ
な
ど
豊
か
な
交
流
が
生
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
近
年
公
園
へ
の
導
入
が

増
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
も

新
た
に
計
画
す
る
公
園
で
は
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
健
康
遊
具
に
つ
い
て
は
、
既
に
市
内

九
か
所
の
公
園
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
誰

で
も
気
軽
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
簡
単
な
筋
ト

レ
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
身
近
な
公
園
が

問
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答

健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
今
後
も
利
用
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
年
齢
や
障
が
い
に
関
係
な
く

楽
し
め
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
対
す
る
支
援
の

考
え
は
。

教
育
長
／
令
和
六
年
度
か
ら
静
岡
県

が
新
た
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
事
業

者
に
対
し
運
営
費
を
助
成
す
る
制
度
を
創

設
し
た
た
め
、
本
補
助
制
度
の
効
果
等
を

注
視
し
て
い
く
。
ま
た
、
今
後
も
県
と
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
一
人

一
人
に
寄
り
添
い
学
び
の
継
続
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問答

公園にインクルーシブ遊具を
設置する考えは

小
泉
　
宣
子

自
衛
官
募
集
に
係
る
対
象
者
情
報
の

提
供
に
つ
い
て
、
本
市
の
現
状
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
自
衛
隊
法
施
行
令

に
基
づ
き
、
当
該
年
度
に
十
八
歳
と
な
る

市
民
の
住
民
記
録
の
情
報
を
提
供
し
て
お

り
、
令
和
六
年
度
は
、
千
六
百
八
十
人
の

情
報
提
供
を
行
っ
た
。
提
供
し
た
名
簿
に

つ
い
て
は
、
自
衛
隊
か
ら
返
却
を
受
け
た

後
、
本
市
に
お
い
て
確
実
に
破
棄
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
提
供
を
希
望
し
な
い
人

へ
の
配
慮
と
し
て
除
外
申
請
を
受
け
付
け

て
お
り
、
そ
の
件
数
は
令
和
五
年
度
が
二

件
、
六
年
度
が
ゼ
ロ
件
で
あ
っ
た
。

本
市
の
納
骨
堂
の
現
状
と
今
後
の
見

問答問

通
し
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
本
市
の
納
骨
堂
は
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
、
身
寄
り
が
な

く
、
遺
体
の
引
取
り
手
が
い
な
い
人
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
現
在
約
八
百
柱
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
令
和
五
年
度
に
は
約
百
柱

の
遺
骨
が
安
置
さ
れ
、
そ
の
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
今
後
も
安
置
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
が
、
納
骨
堂
の
ス
ペ
ー
ス
は
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
保
管
方
法
等
の
検
討

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
他
市
町
の
状
況
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
適

切
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

答

自衛官募集に係る　　　
対象者情報提供の現状は

髙
橋
　
秀
子

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
促
進
の
た

め
、
補
助
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

危
機
管
理
監
／
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

電
気
に
よ
る
火
災
を
防
止
・
軽
減
す
る
た

め
に
有
効
な
手
段
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
令
和
六
年
度
中
に
助
成
制
度

を
導
入
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

災
害
時
に
必
要
と
な
る
携
帯
ト
イ
レ

等
に
つ
い
て
の
認
識
と
備
蓄
状
況
は
。

危
機
管
理
監
／
災
害
時
の
ト
イ
レ
は

避
難
所
生
活
を
送
る
上
で
水
や
食
料
の
確

保
と
同
じ
く
重
要
で
あ
り
、
被
災
者
の
健

康
を
維
持
す
る
た
め
に
速
や
か
な
設
置
と

機
能
維
持
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市
で
は
、

問答問答

避
難
所
避
難
者
の
被
災
後
七
日
分
を
カ
バ

ー
す
る
よ
う
想
定
し
、
携
帯
ト
イ
レ
処
理

セ
ッ
ト
を
約
百
十
三
万
回
分
、
簡
易
ト
イ

レ
と
簡
易
テ
ン
ト
の
セ
ッ
ト
を
百
九
十
五

基
、
仮
設
組
立
式
ト
イ
レ
を
三
百
六
十
八

基
備
蓄
し
て
い
る
。
今
後
も
能
登
半
島
地

震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
仮
設
組
立
て
式
ト

イ
レ
よ
り
も
素
早
く
簡
単
に
設
置
で
き
る

携
帯
ト
イ
レ
や
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。ま
た
、併
せ
て
防
災
訓

感震ブレーカーに対する
補助制度導入の考えは

長
田
　
吉
信

▲被災時に活躍
する簡易トイレ

練
や
出
前
講
座
等

で
設
置
・
使
用
方

法
を
体
験
す
る
取

組
も
進
め
て
い
く
。
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